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非水系洗浄 における固体粒子汚れの 洗浄性 ・汚染性
一 二成分溶剤系の 影響
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　Soi血1g　and 　desoMng 　properties 　of 　particUlate　soil 〔Fe203・H20 ）　to　polyester　staple 　fibers　i皿 　the

b血ary 　solvents 　o 正petroleum　 and 　various 　alcohols 　have　been 血 vesUgated 　in　an 　incubator　with 　weak

mechanical 　oscillation 　at　20℃．

The　main 　resultS　obtained 　are　surnrnariZed 　as　follows：

　 1）In　the　si  且e　solvent 　system ，　the　degree　of　removal 　of 　Fe203・H20 　decreatsed　in　the　order 　ef 　ethyl

alcohol ＞ tetrachloroethylene ＞n−undecane ＞n −heptane＞ n＿hexane．

　2）In　the　binary　solvent 　system （n −heptane ！ethy 正alcohol　or　n−undecane 加 一〇ctyl 　alcohol ），　the　degree

of　remeval 　of　Fe203・H20　increased　remarkably 　with 　a　ca．5％ alcohol　content 　and 　s  ilar　results　were
obtt 血 ed 　With　the　addition 　ef　surfactant （Aeros 。10T ）tO　petroleum　solvent ．

　Therefore
，
　it　was 　suggested 　tO　save 　added 　surfactant 　in　non −aqueous 　eleaning 　With　petroleurnlalcohol

binary　solvents，
　3）Soiling　properties　were 　affected 　by 　the　component 　of 　solvent 　and 　the　deposition 　of 　Fe203・H200n

polyester 　fiber　decreased　with 　a　ca ，5％ a亘cohol 　content 　in　the　solvent ，

　4）In　the　binary　solvents 　of 　n・undecane 　and 　various 　alcohols ，　the　deposition　of　Fe203・H20 　decreased

血 the　order 　of　ethyl 　alcohol ＞n −propyi　alcohol＞ n −butyl　alcohol ＞躍
一〇ctyl　alcohoL

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Received　July　5，1996）
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分混 合溶剤，petToleum　solvent 石 油系溶剤，　 alcohol　 solvent ア ル コ ール 溶剤，　 hydrated　iron（皿 ）

oXide 　水和酸化鉄 （皿 ），

1．緒　　言

　従来 ， 非水系洗浄 で は，塩素系，
フ ッ 素系 ， 石油系

の 溶剤が衣料用 として使用 され て きた．しか し，
フ ッ

素系溶剤は環境保全 の 立場から使用禁止 とな り，また，

塩素系溶剤 も地下水汚染 の 問題 か ら厳 しい 規制 の 対象

に あ る な ど，環境負荷 が 少 な くかつ 安全性 の 高 い 代替

溶剤 が 必 要 とされて い る．

　非水系洗浄で は，水系洗浄 と比べ て 水溶性汚れ の 除

去 と 共 に粒子汚 れ の 再付着 が 問題視 さ れ て い る．一
般

に被洗物と溶剤との 同浴洗浄系に お ける 正味の 洗浄力

は ，汚 れ の 脱落量 と再付着量 との 差 に依存するため ，

特に，有色粒子汚れの 再付着量を軽減する こ と は，見

掛けの 洗浄力の 増大 となる．

　著者はす で に平衡論的立場から，非水系に おける単

繊維 へ の 固体粒子 の 付着性 を各種溶剤を用 い た界面活

性剤添加濃度の 影響 に つ い て 検討 した結果，炭素数が

11以 下 の n一ア ル カ ン系や 塩素系な どの非極性溶剤と

比 べ て
，

ア ル コ
ー

ル な ど の 極性溶剤中で の 粒子汚れ の

付 着 が 極端 に 少 な い こ と を 確認 した （渡 辺 と 矢 部

1992a，　 b ；渡辺 1994）．また
，

一連の n
一ア ル カ ン 系
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の 溶剤 の うち，n
一

ヘ プ タ ン （C7 ） と n一テ トラ デ カ ン

（C14） と の 混合溶剤系に お い て
，
　 n

一
テ トラ デ カ ン を

30％ 以 上 混合す る こ とに よ り付着量 に 著 しい 低下 を認

めた．しか し，沸点 の 高 い n
一
テ トラ デ カ ン を使用す

る こ と は
， 実用的 に は 衣料品の 乾燥面等に お い て問題

が あ り，取 り扱 い や す くか つ 安全な溶剤 の 検討が残さ

れ て い た．

　そ こ で ，本研究で は 石油系お よび ア ル コ ー
ル 系溶剤

を中心に，ポ リエ ス テ ル 単繊維 に 対する 粒 ｝汚 れ の 洗

浄性お よ び汚染性の 立場か ら，効果的な混合溶剤組成

に つ い て 検討 した結果，若干 の 知見 を得た の で報告す

る．

　 2．実験方法

　 （1） 試　 　料

　 1＞ 固体粒子

　水 和酸 化鉄 （田 ） （FeuO3・H20） を用い た ．形状 は

球形 で あ り，平均粒子 径 は 0．7〜1．0μ
m ，密度 は 4．1

9／cm3 で あ っ た．

　 2） 溶　 　剤

　石油系溶剤 として，n一ヘ キ サ ン （C6 ），　n 一ヘ プ タ ン

（C7 ＞
，
　 n

一ウ ン デ カ ン （Cll＞，ア ル コ ー
ル 系 と し て，

エ チ ル ア ル コ
ー

ル （C2 ），　 n
一
ズ ロ ピ ル ア ル コ ー

ル

（C3 ），　n
一
ブ チ ル ア ル コ ー

ル （C4 ），　 n一オ ク チ ル ア ル

コ ール （C8 ）， お よび塩素系 として テ トラ ク ロ ロ エ チ

レ ン の 以 上 8種類 の 溶剤を用 い た ．溶剤 の 物性 （値）

を Table　 1 に 示す．い ずれ も試薬特級 を その まま実験
に 供 し た．

　今 回用 い た石 油系溶剤 と ア ル コ
ー

ル 系溶剤との 相容

性は，い ずれ の 混合比率 に お い て も良好で あ り，相分

離 が 生 じない こ とを確認 の うえ実験 を行 っ た．

　 3） 単 繊 維

　 円形 の 断面をもつ ポ リエ ス テ ル 単繊維 を用 い た．繊

維断面 の 直径は 25．0
μ

m ，平均繊 維長 は 約 60mm で

あ っ た．また，繊維を円筒形 と仮定 して 試算 した 単位

外部 表面積当た りの 繊維重量 は 8．63　g／m 　
L’
で あっ た．

精練 は，前報 （渡辺 1994＞と同様に行 っ た．

　 4）　界面活性剤

　 東京化成   の 純度 95％で ある ジ オ ク チ ル ス ル ポ コ

ハ ク 酸ナ ト リ ウ ム （商標名 Aerosol　OT ，以 下 AOT と

略す） の試薬 を そ の まま用 い た．

　   　洗 浄実験

　 1）　汚染繊維の 調製

　50ml の 共栓付 きガ ラ ス 瓶に FeP3 ・H20 粒子 5  

とポ リエ ス テ ル 単繊維 20mg と を精秤 し，105℃で 3
時間乾燥 した の ち ，

n 一ヘ キ サ ン 20　ml を入 れ，試料瓶

を動か しなが ら超音 波を 10秒間照射す る．た だ ちに

汚染繊 維 を同浴で すす い だの ち，濾紙上 で 脱 液 し，
105℃ で 再度乾燥 し た もの を試料 と した．汚染繊維 20
試料の FeeO3・H20 粒子付着量 の 平均 は ，繊 維 20　mg
（23．2cm ：

〉あ た り0．930   ， 標準偏差 は 0．026で あ

っ た，

　 2） 洗浄方法

50m1 の 羅 付 き ガ ラ ス 瓶 （35  1 × 80　mm ） に

溶剤 20　mi を入れ たの ち， さらに精秤後の 汚染繊維 20
mg を入れ，恒温振盪機 （Taiyo　Incubator　M −1型）に

よ り 20 ℃，120rpm の 機械 力で 1 時 間 お よび
一

部
24 時 間 の 洗浄を行 っ た．洗浄効果 （脱落率） は，次

式に よ り求 め た．

　　　　 脱 落率 （％ ）； ｛（A − B ）／AI × 100
A ： 洗 浄 前 Fe203・HeO 付 着 量 （mg ），　 B ： 洗 浄 後

FezO3・H20 付着量 （mg ）．

Table　 1．Properties　Qf　solvents （20 ℃ ）（lshibashi　l967；CheIτlical　Seciety　of　Japan　1993；Editoria1　Board　of

Chem 正cal　Dictionary　l963）

Solvents
Density

（9／cm
，s）

Viscosity

　（cP ）

Boiling　Point

　 （℃ ）

n・Hexane

n −Heptane

n −Undecane

Ethyl　alcohol
n −Propy且alcohol

n −Butyl　alcohol

n−Octyl　alcohol

Tetrachloroethylene

CH3 （CH2 ）4CH3

CH3 （CH2）sCH3

CH3 （CH2）gCH ．3

CH3CH20H

CHs（CH2）LOH
CH3 （CH2）aOH

CH ．3（CH2）TOH

〔〕Cl2＝　CC12

0．6590
．6840
，7410

．7910

，8050

，8110

．8301

，631

0．320
．41

1．222
．262

．968

．930

．88

68，798

．4195

．978
，397

．2117
．7195
．2121

，1
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　（3） 汚染実験

　洗 浄実験 と同 種 の ガ ラ ス 瓶 に
一
定量 の Fe203・HzO

粒子，ポ リエ ス テ ル 単繊 維 17．3mg （外部表面積 20

emU 相 当）お よび溶剤 20　ml を入れる．超音波 を 10

秒間照 射 し，粒子を分 散 させ た の ち，恒温 振 盪機で

120rpm
， 20℃ ，

48時間の振盪を行 い 平衡付着量と し

た．

　（4） 粒子付着量 の 定量法

　FezO3・HeO の 粒 子付着試料 は
， 約 2N の 塩酸水溶液

10ml 中で 加熱抽出 を し，一定容量 に希釈 した．希釈

水溶液中の Fe イ オ ン 濃度を，原子吸光光度計 （日立

170−30形） に よ り248．3nm で測定した の ち，検量線

か ら Fe203・HzQ の粒子付着量を算出 した．

　 3，結果 と考察

　 （1＞ 洗 浄 性

　通常 ，チ ャ
ージ シ ス テ ム に おける 界面活性 剤は ，水

溶性汚 れ の 除去 に 必要 な水の 可溶化や 再汚染防止 の 目

的で ト 4％ の高濃度で 溶剤中に添加 され て い る．こ

の 1〜4％ チ ャ
ージ は，AOT で は 2．25〜9．OO × 10．〜

mo レ’に相当す る濃度である，

　 前 報 （渡 辺 1994） の 界 面活性剤添加系に お け る

FeL，03・H20 粒子 の 汚染実験で は ， 2 × 10
’4mol

／’以上

の AOT 濃度で は汚染性 に 差が認 められず，む しろ 希

薄 AOT 濃度領域 に 興味 ある挙動が確認 され て い る．

そ こ で
， 本実験 の 洗浄実験 に お い て も希薄界面活性剤

濃度領域 を中心 に 検討 す る こ と に し た．す な わ ち，

AOT 濃度 を O− 2× 10．imol ／1の 8段階 に つ い て，　 n
一

ヘ

プ タ ン 系 に おけ る洗 浄時間 を 1時間お よ び 24 時間 に

関 して検討 した結果 を Fig．1 に 示す．　 Fe203 ・H20 汚染

ポ リエ ス テ ル 単繊維を用 い た 1時間および 24 時間洗

浄 に お い て，AOT 　2．5 × 10
．Smol

／’付 近 よ りほ ほ 脱落

率が
一
定に なり，それ以上 の 界面活性剤 の 添加 に お い

て も脱落率 に おい て 変化 は認 め られ な か っ た ．また，

24時問洗浄 の 方が 1時間洗浄よ り全体に高い 脱落率

が 確認 さ れ た が ，以 下 の 実験 で は 要因間の 差 を比較す

る必要上，洗浄時間を 1時間 に 限定して検討を行うこ

とに した，

　次に
，
AOT 添加系に お け る洗浄効果 に お よ ほ す溶

剤 の 種類 の 影響 に つ い て 検討 した．Fig．2 は 5種類 の

溶剤に対 し，AOT を O − 1× 10．’
mol ノ’の 6段階の 濃度

に つ い て ，20℃， 1時間洗浄後 の 粒 子 の 脱落率変化 を

示 した．1 × 10
’imo1

／1前 後 の 実 用濃 度 に 相 当す る

AOT 添加濃度に お け る各種溶剤の 脱落率は，エ チ ル

ア ル コ ール 〉 テ トラ ク ロ ロ エ チ レ ン ＞ n
一ウ ン デ カ ン ＞

n
一
ヘ プ タ ン ＞ n

一
ヘ キ サ ン の 順 を示 し た．特に，AOT

無添加時の 脱落率は ，n 一ヘ キ サ ン 35．7％ ，　 n一ヘ プ タ

ン 37．0％，n
一
ウ ン デ カ ン 44．3％ で あるの に対 し，エ

チ ル ア ル コ
ー

ル で は 83．O％ で あ っ た．以 上 の 結果，

石油系溶剤と ア ル コ ール系溶剤に おける粒子 の 脱落率

に著 しい 差 の ある こ とが確認された，

　そ こ で，AOT 無添加系に おけ る ア ル コ ール と石油

系 との 混合溶剤 の 影響 を検討す る ため に ， まず ，
n
一

ヘ

プ タ ン と エ チ ル ア ル コ ール との 両溶剤の 各種混合容積
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比に おける 脱落率変化を Fヨg．3 に 示す．エ チ ル ア ル コ

ー
ル の 混合 （比）率が 0− 5％ の 領域 に お い て，脱 落

率に 著 しい 変化が 認 め られた．しか し，5〜ユ00％ の ア

ル コ
ー

ル 混合率 で は 穏や か な増加傾向を示す程度 で あ

っ た．

　 次 に，AOT の 添加系におけ る n一ヘ プ タ ン／エ チ ル

ア ル コ
ー

ル 混合溶剤 の 影響に つ い て検討 した．エ チ ル

ア ル コ ール の 混合比 を 0， 10，50，100％ の 4種 に つ

い て，0− 2× 10
’3mol

／’の AOT 濃度領域に おけ る脱落

率の 結果を Fig，4 に示す．10，50，100％ の ア ル コ
ー

ル の 混合溶剤に お い ては，AOT の い ずれ の 添加濃度

に お い て も脱落率 に 顕著 な差 は 認 め ら れ な か っ た ．し

か し，n 一ヘ プ タ ン 100％の 溶剤 に お い て の み
，
　 AOT を

5 × ユ0
−
5mol

／’以上添加するこ とに よ り，急激 に 脱落

率が 増加 し，AOT の 添加効果 が 認 め られ た．

　以 上
，

n
一

ヘ プ タ ン 溶剤に お い て は
，

エ チ ル ア ル コ ー

ル を 5 ％程 度混合す る こ とによ り，AOT を添加する

以上 に高い 洗浄効果が認め られ た．

　病9．5 は
，

n
一

ヘ プタ ン／エ チ ル ア ル コ
ー

ル 系よ り沸

点が 高 く，か つ 沸点が互 い に類似 して い る溶剤 と して ，
n
一
ウ ン デ カ ン （bp ．：195．9℃） と n一オ ク チ ル ア ル コ

ー
ル （bp ．：ユ95．2℃） との 混 合溶剤系に お ける脱落

率 の 結果 を示す．n
一ウ ン デ カ ン と混合 し た n

一
オ ク チ

ル ア ル コ
ー

ル 系は，Fig．3 の エ チ ル ア ル コ ー
ル 系と 比

べ て幾分脱落率に 増加が認め られ る もの の 同傾 向を示

した．こ の n
一
ウ ン デ カ ン ／n

一オ ク チ ル ア ル コ
ー

ル 系に

お い て も， 5 ％以上 の ア ル コ ール を混合す る こ とに よ

り，著しい 脱落率 の 増加傾向が確認され た。

　  　汚 染 性

　次に，汚染性 の 立場か ら混 合溶剤 の影響 に つ い て 検

討 した ．正味 の 粒子汚れ の 脱 落率を高め る ため には，
洗浴中 に お け る粒子の 再付着 の 少ない 系が望ま しい ．

そ こ で，まず界面活性剤無添加系 に お い て ，ポ リ エ ス

テ ル 単繊維に対す る付着量 の 少な い 溶剤組成 を検討す
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る た め
，
Fe203・H20 粒 子浴濃 度 を 0．30　g／’ と し て，

20℃
，
48時間の 付着 ・脱落平衡実験 を行 っ た．

　 H9 ．6 は
，
　 n

一ヘ プ タ ン および n
一
ウ ン デ カ ン とエ チ ル

ア ル コ ール との各種容積混合比 に おける粒子付着量変

化を示す．エ チル ア ル コ ール の混合率を O， 1， 2， 3，

4，5，IO，20，30，50，70，100％ の 12段階につ い て

検討した．ア ル コ ール が O 〜4 ％ の 混合溶剤中で は 急

激 に 粒子付着量 が低下 して い るが ，5 − 20％ の 混合比

で は 低下傾向 は緩 や か で あ り，20％ 以上 で の変化は 認

め ら れ なか っ た．したが っ て，エ チル ア ル コ ール を 5

％ 以 上 石油系溶剤 に 混合す る こ とに より，付着量は著

しく減少 した．

　 また，汚染系の Fig．6 と洗浄系の Fig，3 とを対比す

る と，汚染性の低 い 系で は 洗浄性が高 く， 逆 の 傾向を

示す．こ の こ とは，汚染実験 を通 じて 洗浄結果 を推測

で きる こ とを示唆 して い る，

　土井 と松本 （1978）は，15種の 溶剤中に お ける α 一

FezO3粒子 の 沈降速度 ・沈降容積 ・粒子の 凝集状態と

セ ル ロ ース繊維へ の汚染性に つ い て検討 した結果，n
一

ヘ キ サ ン ・四塩化炭素などの 非極性溶剤 に対して極性

の ア ル コ ール系では粒子 の 分散性が良好 で あ り，繊維

へ の 汚染性も低下す るこ とを明らかに して い る．また，

静止系で はあ るが四 塩化炭素／n
一ブ チ ル ア ル コ ール の

二 成分溶剤系 に おけ る沈降速度 の 実験 か ら，四 塩化炭

素に n 一ブ チ ル ア ル コ ール を 少量添加する こ と に より

粒子 の 沈降速度が 遅 くな る こ と を示 し
，

こ れ は ，n
一ブ

チ ル ア ル コ ー
ル が 粒子表面 に吸着 し浴中で 安定化す る

た め で ある と報告して い る．

　 この 点か ら，本実験 の 石油系溶剤 に 対する ア ル コ
ー

ル 系溶剤の添加効果 は ，親水性 の 表面 をもつ FezO3・

H20 粒子に対する極性の ア ル コ ール の寄与も一因で あ

ると考えられる．しか し，著者らは非極性溶剤で ある

一
連 の n一ア ル カ ン を用 い た Fe203・H20 粒子 の 汚染実

験 （渡辺 と矢部 1992a，　 b ；渡辺 1994） に お い て ，炭

素数が 11以下 と 12以上の n
一
ア ル カ ン で は粒子の付着

量に著 しい 差を生 じ，n一ドデ カ ン （C ユ2） や n −・テ トラ

デ ヵ ン （C14）で は ア ル コ ー
ル と同程度の 低い 汚染性を

示す こ とを確認 して い る．この ような系で の 汚染性は，

粒子 の 表面特性以上 に，粒子の 分散安定性を左右す る

溶剤特性に多分に影響された もの と考えられ る．した

が っ て，今回の 石油系溶剤に対す る ア ル コ ー
ル の 添加

効果 は ，粒子 の 表面特性 お よ び溶剤特性 と が 相互 に影

響 した 結果 で ある と推測 され るが ， 各要因 の具体的な

寄与などにつ い て は今後の 問題 と した い ．

　次 に，ア ル コ
ー

ル の 種類に よ る影響をみ る た め ，n
一

ウ ンデ カ ン と 4種の ア ル コ ール との 混合比 に おける粒

子付着量変化に つ い て調べ た結果 を Fig，7 に示す．若

干の 差はある にせ よ
，

い ずれ の ア ル コ ー
ル に おい て も，

596以上混合する こ とに よ り付着量は著しく低下 した．

　ア ル コ ール の種類 に よ る粒子付着量 の 順 は，エ チ ル

ア ル コ
ー

ル （C2 ）＞n 一プロ ピル ア ル コ ー
ル （C3 ）＞ n

一

ブチ ル ア ル コ
ー

ル （C4 ）＞n 一オ ク チ ル ア ル コ ー
ル

1、O
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（C8 ）であ り，分子量が増すに したが い 低下 した ．図

よ り，沸点の 類似 して い る n一ウ ン デ カ ン お よ び n
一オ

ク チ ル ア ル コ
ー

ル との 混合溶剤が，4 種 の ア ル コ ー
ル

中 に お い て 最 も汚染防止効果 の 著 しい こ とが確認 され

た ．

　また，非水溶剤系に存在す る 固体粒子 の 界面電気的

な性 質が
， 粒子 や 溶剤 の種類，また界面活性剤 の 添加

に よっ て も異な り，分散安定性に も影響をおよぼす こ

とが指摘され て い るが （北原 と古沢 1979，石渡 1961），

本実験の 各溶剤系に おけ る Fe203・H20 粒 子の ζ一電位

の変化 に 関 して は今後 の 検討課題 と した い ．

　n
一
ア ル カ ン 同士 の 混合溶剤中に おけ る Fe203・H20

粒 子 の 単繊 維へ の 付着等温図 に 関 して は す で に 報告

（渡辺 と矢9ts　1992　a，　 b｝ して い るが ， 次 に，本実験

の 非極性お よ び 極性 の 二 成分混合溶剤の場合 の 付着機

構 に つ い て 検討 した．

　Fe203 ・HzO の 粒 子濃 度が 0．02S　一一　O．　30　g／tの 5 − 6

段階 に つ い て ，n
一

ヘ プ タ ン に 対す る エ チ ル ア ル コ
ー

ル

の 混合率を O，5，10，20，50，100％ に つ い て の 付着

等温 図 （Ddi−D 。曲線） を Fig，8 に 示 す．　D
φ （g／m 　

2
）

は付着平衡時に お ける粒子 の 繊維相濃度，D
。 （g／t＞

は付着平衡時 に お け る粒子の汚染浴相濃度 で ある．付

着等温図 に お い て も n一ヘ プ タ ン 100％ 溶剤 に 比べ ，エ

チ ル ア ル コ ール を 5〜100％ 混合 した溶剤 で は
， 平衡

粒子付着量 の低下が 顕著で あっ た．また，付着平衡 に

お け る 各粒 子汚 れ の 繊 維相濃度 Di と汚染浴相濃度

Dd を 1／D ヂ
1／D。に 逆数プ ロ ッ トした結果を Fig．9 に

示す．い ず れ の 混合溶剤 に お い て も，よ い 直線関係が

1．0

0、8

ρ 0．6
ξ
3
鳶 0．4

得 ら れ た ．した が っ て，本実験 の 非極性／極性混合溶

剤中 で の付着系に お い て も球形 の FezO3 ・HzO粒子 は
，

ラ ン グ ミュ ア 型 の 付着 をして い る こ とが確認で きた．

それぞれ の 直線 の た て軸の 切片か ら飽和付着量 Sli （g

／m り を ， また直線の勾配と飽和付着量か ら平衡定数

K （’／g）を算出 した結果を Tab旦e　2 に 示す．飽和付着

量は，エ チ ル ア ル コ
ー

ル の 混合率の 増加 により減少傾

向が確認され る が ，平衡定数に は ア ル コ
ー

ル の 混合率

に よる
一

定 の 傾向はみ られ なか っ た．

　以上 の 実験 を通 じて ，石油系溶剤とア ル コ ー
ル 系溶

剤 との 二 成分混合溶剤 は，粒子汚 れ の 洗浄性 ・
汚染性

の 立場 か ら代替溶剤と して効果的 で あ る こ とが示唆 さ

れ た．本実験 で は，系 を単純化するた め に 可溶化水を

無添加と し た系で 行っ た。しか し
， 可溶化水が 石油系／

ア ル コ ー
ル 系 の 混合溶剤系に お い て い か な る挙動を示

すか ，さら に界面活性剤添加系の 影響に関して も今後
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の 検討課題 とした い ．

4．要　　約

非水系洗浄に お け る固 体粒子汚れ の 洗浄性
・
汚染性

　ポ リエ ス テ ル 単繊維 お よ び球形の FezO3 ・H20 粒子

を用い て
， 非水系洗浄 に おけ る代替溶剤を検討す るた

め ，石油系お よび ア ル コ ール 系の 混合溶剤 を中心 に洗

浄性 ・汚染性の 立場か ら実験 を行 い ，次の結果を得た．

　（1）　5 種類の 溶剤 の 粒子脱落率は，界面活性剤の添

加 の 有無に かかわ らず，エ チ ル ア ル コ
ー

ル 〉 テ トラ ク

ロ ロ エ チ レ ン ＞ n一ウ ン デ カ ン （Cu ）＞ n
一

ヘ プ タ ン

（C7 ）＞ n
一ヘ キ サ ン （C6 ） の 順 を示 し，特に，界面活

性剤無添加系に お い て もエ チ ル ア ル コ
ー

ル は石油系に

比較 して高 い 脱落率を示 した．

　  　界面活性剤無添加系に おける石油系 （C7 ，C ］1）／

ア ル コ ール 系 （C2 ，　 Cs ）の 各種混合溶剤 中で の 粒子

の 脱落率は
，

ア ル コ ール を約 5 ％ 混合す る こ とに よ り，

界面活性剤 の 添加系と同等 の 洗 浄効果 を確認 した．

　（3） 界面活性剤 無添加系 に おけ る 石油系 （C7 ，Cl［）／

エ チ ル ア ル コ ール の 各種混合溶剤系 に お け る 汚染実験

に お い て も，ア ル コ
ー

ル を約 5％混合す る こ とに よ り，

粒子付着量 は 著 し く低下 した．

　（4） n
一
ウ ン デ カ ン ／n 一ア ル コ

ー
ル （C2 ，

　 C3
，
　 C4 ，

Cs ＞ の 混合系で は，分子量の大 きい ア ル コ
ー

ル ほ ど，

付着量の低下傾向の ある こ とを確認 し た．

　本研究 は，平成 6 ・7 年度文部省科学研究費補助金

総合研究 （A ＞（研究 代表者 ：多賀谷 久子 ） の 助 成 に

よ り行 っ た．記 して 謝意を表する．本文 の 要旨は平成

8 年度の   日本家政学会第 48 回大会で 発表 した．
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